












●  序  文

  育児の上で最も重要なことは、育児する父母の親準備意識であり、この基本となるもの

は父性、母性の涵養であろう。このための具体的教育として期待され、実践されているの

が、思春期体験学習である。その評価は最近広く認められているが、科学的裏付けが乏し

い。また、極めて短い時間の体験が育児を実際に行う年齢まで持続するのかという問題も

未解決である。昨年度の本研究班の研究で、これらの疑問点はかなり明らかにされたと思

われるが、今年度は研究対象者数を増し、新たな研究法を開発することによってさらに問

題点の解決に努めた。


